
  

資資
料料
紹紹
介介  

  

近
世
文
学
資
料
解
題 

星 

瑞 

穂 
 
 

 

はは
じじ
めめ
にに  

  

本
稿
は
当
館
所
蔵
の
資
料
の
う
ち
、
室
町
時
代
後
期
～
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
文
学

作
品
（
近
世
文
学
）
の
書
誌
解
題
で
あ
る
。
広
く
一
般
の
利
用
に
供
す
る
た
め
、
作
品

解
説
を
加
え
て
掲
載
す
る
。 

 

今
回
は
『
改
訂 

内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
の
「
国
文
」
の
項
目
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
資
料
か
ら
、
該
当
の
資
料
を
抽
出
し
て
調
査
し
た
。
旧
蔵
者
は
紅
葉
山
文
庫
・
昌

平
坂
学
問
所
・
和
学
講
談
所
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
。 

 

な
お
、
挿
絵
を
伴
う
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
北
の
丸
』
四
五
号
（
二
〇
一
三
）

～
五
〇
号
（
二
〇
一
八
）
に
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
～
⑥
」
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

な
お
、
丁
付
け
に
つ
い
て
は
、
一
丁
目
オ
モ
テ
・
一
丁
目
ウ
ラ
を
そ
れ
ぞ
れ
「
一
オ
」

「
一
ウ
」
と
表
記
し
、
丁
数
が
進
む
毎
に
数
字
を
加
算
し
て
い
く
。 

  

【
一
】
李
蛙
物
語 

江
戸
時
代
前
期
写
か 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
八
七
］ 

  

本
資
料
は
室
町
時
代
後
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
御
伽
草
子
で
、
唐
の
伝

奇
小
説
『
李
娃
伝
』
の
翻
案
。
一
冊
。
袋
綴
。 

 

舞
台
は
南
北
朝
時
代
。
薩
摩
守
の
子
中
将
安
則
は
、
和
漢
の
学
問
に
優
れ
、
上
京
し

て
勉
学
に
励
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
白
拍
子
の
李
娃
に
入
れ
あ
げ
、
資
金
を
す
べ
て
失

っ
た
上
、
も
と
よ
り
金
の
関
係
だ
け
で
あ
っ
た
李
娃
も
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
つ
い
に

安
則
は
病
に
伏
せ
る
。
怒
っ
た
父
の
薩
摩
守
は
安
則
を
打
擲
し
、
殺
そ
う
と
す
る
が
、

息
を
吹
き
返
し
た
安
則
は
流
浪
の
身
と
な
る
。
あ
る
日
、
偶
然
に
も
李
娃
の
家
に
や
っ

て
き
た
安
則
。
そ
の
哀
れ
な
姿
を
見
た
李
娃
は
改
心
し
、
安
則
を
手
厚
く
看
護
し
、
さ

ら
に
は
書
籍
を
集
め
、
学
問
に
励
ま
せ
る
。
と
う
と
う
安
則
は
帝
に
も
認
め
ら
れ
、
大

納
言
に
任
官
す
る
。父
と
も
再
会
し
て
和
解
し
、李
娃
を
正
式
な
妻
と
し
て
迎
え
る
と
、

五
人
の
子
に
恵
ま
れ
た
。 

 

安
則
が
琵
琶
を
奏
で
る
李
娃
に
心
奪
わ
れ
る
場
面
は
、『
太
平
記
』
巻
一
八
「
春
宮

還
御
事
付
一
宮
御
息
所
事
」
お
よ
び
舞
の
本
『
新
曲
』
に
お
い
て
、
尊
良
親
王
が
今
出

川
公
顕
の
姫
君
の
琵
琶
を
弾
じ
る
姿
に
心
惹
か
れ
る
場
面
と
内
容
・
本
文
と
も
に
酷
似

し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
説
経
「
し
ん
と
く
丸
」
と
の
類
似
性
も
指
摘
さ

れ
る
。（
勝
俣
隆
「
李
娃
物
語
」（
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
事
典
』
二
〇
〇
二
年
、
東

一
七

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



京
堂
出
版
））。 

 
本
資
料
の
場
合
、
内
題
・
外
題
と
も
に
李
娃
の
「
娃
」
の
字
を
「
蛙
」
に
誤
写
し
て

い
る
。 

 

ま
た
一
丁
目
オ
モ
テ
（
以
下
、「
一
オ
」
と
表
記
す
る
）
に
「
和
学
講
談
所
」
の
印
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
李
蛙
物
語
」
中
央
打
付
墨
書 

内
題
・「
李
蛙
物
語
」 

表
紙
・
浅
葱
色
地
縹
色
横
刷
毛
目
表
紙
（
二
八
・
〇
糎×

二
〇
・
五
糎
） 

 

遊
紙
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
二
五
丁 

印
記
・
一
オ
「
書
籍
館
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」「
日
本
政
府
図
書
」「
内

閣
文
庫
」 

 
 
 

二
五
オ
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
く
、
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。 

  

【
二
】
う
す
ゆ
き
物
語 

延
宝
八
年
刊 

二
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
八
七
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
五
七
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  【
三
】〔
尤
の
草
紙
〕 

延
享
四
年
写 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
九
四
］ 

  

本
資
料
は
斎
藤
徳
元
の
手
に
よ
る
仮
名
草
子
『
尤
草
紙
』
の
寛
永
一
一
年
刊
本
を
、

延
享
四
年
に
書
写
し
た
も
の
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 

『
尤
草
紙
』
は
寛
永
年
刊
初
期
に
成
立
し
た
も
の
で
、『
枕
草
子
』
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ

る
。「
も
の
づ
く
し
」
の
趣
向
を
真
似
て
、
八
〇
項
目
を
立
て
、
滑
稽
に
仕
立
て
た
も
の
。

例
え
ば
『
枕
草
子
』
が
「
た
の
も
し
き
物
（
心
強
く
頼
り
に
な
る
も
の
）」
に
「
心
ち
あ

し
き
こ
ろ
、
伴
僧
あ
ま
た
し
て
修
法
し
た
る
（
具
合
の
悪
い
と
き
に
、
導
師
と
た
く
さ

ん
の
随
伴
の
僧
が
法
会
で
読
経
す
る
）」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、『
尤
草
紙
』
は
「
名

物
の
道
具
、
人
に
不
知
持
た
る
」「
上
手
の
く
す
し
」「
代
つ
ぎ
の
子
の
器
用
な
る
（
器

用
な
跡
継
ぎ
の
子
）」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。 

 

作
者
の
斎
藤
徳
元
は
美
濃
の
斎
藤
道
三
の
曾
孫
に
当
た
る
。
岐
阜
に
生
ま
れ
、
武
士

と
し
て
豊
臣
秀
次
ら
に
仕
え
た
が
、
寛
永
五
年
に
江
戸
に
下
向
し
て
の
ち
は
初
期
江
戸

俳
壇
の
中
心
的
人
物
と
な
っ
た
。
正
保
四
年
に
八
九
歳
で
没
。 

 

本
資
料
は
紺
色
表
紙
を
持
つ
が
、
こ
れ
は
後
補
で
、
元
表
紙
は
遊
紙
の
次
の
丁
に
あ

る
。
こ
の
解
題
で
は
、
扉
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
、
墨
付
丁
数
で
は
一
オ
と
し
て
数
え

て
い
る
。
こ
こ
に
は
左
肩
に
「
尤
之
草
紙 

全
」
と
打
付
書
が
あ
る
が
、
元
題
簽
が
脱

落
し
た
跡
が
あ
る
。
日
焼
け
の
跡
を
計
測
す
る
と
、
二
〇
・
三
糎×

三
・
三
糎
の
題
簽

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

一
八

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



 

行
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
序
文
は
毎
半
葉
一
一
行
で
あ
る
が
、
本
文
部
分
は
毎
半

葉
一
二
行
～
一
四
行
で
あ
る
。 

 

本
文
冒
頭
部
分
に
あ
た
る
二
オ
に
「
和
学
講
談
所
」
の
印
が
あ
り
、
和
学
講
談
所
の

旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
尤
草
紙
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
六
・
六
糎×

三
・
二
糎
）
に
墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
五
・
八
糎×

一
八
・
〇
糎
） 

 

遊
紙
・
な
し 

 

扉
・「
尤
之
草
紙 

全
」
左
肩
打
付
墨
書 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
序
文
・
毎
半
葉
一
一
行
、
本
文
・
毎
半
葉
一
二
行
～
一
四
行 

字
面
高
さ
・
二
三
・
〇
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
四
一
丁 

印
記
・
二
オ
「
書
籍
館
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」「
日
本
政
府
図
書
」 

「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 
 

四
〇
ウ
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

四
〇
ウ
に
以
下
の
通
り
奥
書
が
あ
る
。 

「
寛
永
申
戌
六
月
吉
日
書
舎
中
野
氏
道
伴
刊
行 

後
延
享
四
年
丁
卯
夷
則
写
」 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
寛
永
一
一
年
、
京
の
書
肆
で
あ
る
中
野
右
衛
門
尉
（
道
伴
）
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
延
享
四
年
に
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ま
た
四
一
ウ
左
下
に
以
下
の
よ
う
な
墨
書
が
あ
る
。 
 

「
権
文
■
戯
書
之
（
花
押
）
／
墨
付
紙
■
■
十
九
丁
」 

 

※
■
部
分
は
墨
お
よ
び
虫
損
に
よ
り
判
別
不
可
能
。
た
だ
し
、
元
表
紙
の
部
分
を

丁
数
に
含
め
な
け
れ
ば
、
墨
付
丁
数
は
三
九
丁
な
の
で
、
最
後
は
「
三
」
の
字
が
入

る
と
思
わ
れ
る
。 

  

【
四
】
尤
之
双
紙 

慶
安
二
年
刊 

一
冊 

青
山
堂
枇
杷
麿
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
九
三
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
じ
仮
名
草
子
『
尤
草
紙
』
の
慶
安
二
年
刊
本
で
あ
る
。

袋
綴
。
一
冊
。 

 

一
オ
～
ウ
に
か
け
て
「
枕
を
折
て
尤
と
は
尤
な
ら
ぬ
文
字
／
な
れ
ど
も
こ
れ
も
ま

た
古
く
さ
し
」
で
始
ま
る
大
田
南
畝
の
識
語
が
あ
る
の
が
特
徴
。 

 

見
返
し
に
は
南
畝
と
親
交
の
深
か
っ
た
青
山
堂
枇
杷
麿
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
彼
の

旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
狂
歌
師
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
江
戸
小
石
川
の
本

屋
で
も
あ
り
、
通
称
を
雁
金
屋
清
吉
。
蔵
書
家
と
し
て
も
著
名
。 

な
お
、
表
紙
右
肩
に
は
「
番
外
書
冊
」
の
墨
印
が
あ
る
。
こ
れ
は
昌
平
坂
学
問
所

が
分
類
に
用
い
て
い
た
も
の
で
、
本
資
料
が
青
山
堂
枇
杷
麿
の
も
と
か
ら
昌
平
坂
学

問
所
へ
移
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ま
た
本
資
料
は
香
色
の
帙
（
二
五
・
〇
糎×

一
九
・
〇
糎
）
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

左
肩
に
無
地
の
題
簽
（
一
六
・
七
糎×

三
・
三
糎
）
で
「
尤
之
双
紙
」
と
出
し
て
あ

る
。 

 
中
央
に
無
記
載
の
題
簽
（
一
〇
・
〇
糎×

一
一
・
一
糎
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
わ

ず
か
だ
が
卍
字
繋
地
唐
花
文
様
が
残
っ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
尤
草
子
」
左
肩
打
付
墨
書 

一
九

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



内
題
・「
尤
之
双
紙
」 

表
紙
・
朱
色
花
文
亀
甲
繋
艶
出
表
紙
（
二
四
・
五
糎×

一
八
・
二
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
五
糎×

一
六
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
八
二
丁 

印
記
・
表
紙
「
番
外
書
冊
」 

見
返
し
「
青
山
居
士
千
巻
文
庫
」「
青
山
堂
」「
酔
竹
酔
門
」「
枇
杷
麻
呂
」 

 
 
 

一
オ
「
浅
草
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

八
二
オ
の
刊
記
は
以
下
の
通
り
。 

「
慶
安
弐
己
丑
年
仲
春
良
辰
／
藤
井
吉
兵
衛
尉
新
刊
」 

藤
井
吉
兵
衛
は
京
の
書
肆
。
慶
安
元
年
に
は
『
鉄
槌
』（
青
木
宗
胡
）
を
刊
行
し
て

い
る
。 

  

【
五
】
あ
た
物
か
た
り 

寛
永
一
七
年
刊 

二
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
九
九
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
五
八
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
六
】
可
笑
記 

寛
永
一
九
年
刊 

五
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
一
九
〇‐

〇
一
九
〇
］ 

  

本
資
料
は
如
儡
子
に
よ
る
仮
名
草
子
『
可
笑
記
』
の
寛
永
一
九
年
刊
本
。
袋
綴
。

五
冊
。 

 

『
徒
然
草
』
に
倣
っ
た
随
筆
風
の
作
品
で
、
話
題
は
社
会
・
政
治
・
道
徳
・
故
事
・

教
訓
・
経
験
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
、
お
よ
そ
二
八
〇
項
目
に
分
け
て
意
見
・
批
評

を
述
べ
る
。
特
に
世
相
批
判
に
は
同
時
代
の
浪
人
の
視
点
が
見
て
取
れ
、
本
作
品
に

お
け
る
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。 

 

如
儡
子
は
本
名
を
斎
藤
親
盛
と
い
い
、
出
羽
山
形
藩
主
最
上
家
に
仕
え
た
が
、
最

上
家
改
易
を
き
っ
か
け
に
浪
人
と
な
り
、
長
く
不
遇
を
託
っ
た
。
本
資
料
は
江
戸
で

医
者
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
ろ
に
成
立
。
寛
永
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
、
続
い

て
一
九
年
に
も
刊
行
。
万
治
二
年
に
は
絵
入
り
版
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
資
料
は
各
冊
一
オ
の
「
和
学
講
談
所
」
の
蔵
書
印
か
ら
、
和
学
講
談
所
の
旧
蔵

で
あ
る
と
わ
か
る
が
、
各
冊
本
文
末
尾
に
は
「
海
宗
」（
直
径
一
・
二
糎
）
の
墨
印
が

あ
り
、
こ
れ
が
本
来
の
旧
蔵
者
の
印
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
詳
細
は
不
明
。 

 

題
簽
は
ほ
と
ん
ど
が
欠
け
て
い
る
。
一
冊
目
の
題
簽
は
後
補
。
三
冊
目
に
元
題
簽

「
可
笑
記 

■
三
」（
四
周
双
辺
刷
題
簽
、
一
六
・
五
糎×

三
・
五
糎
）
が
か
ろ
う
じ

て
残
る
が
、
一
部
欠
け
て
い
る
上
、「
三
」
の
部
分
は
墨
書
。 

 

五
冊
目
の
見
返
し
に
旧
蔵
者
の
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
付
箋
（
二
一
・
五
糎

×

一
五
・
五
糎
）
あ
り
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
「
可
笑
記 

一
」
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
七
・
〇
糎×

三
・
八
糎
）
に

墨
書
、
②
欠
、
③
「
可
笑
記 

■
三
」
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
六
・
五
糎×

三
・

五
糎
）（
※
「
三
」
の
み
墨
書
）、
④
⑤
欠 

二
〇

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



内
題
・「
可
笑
記
」 

表
紙
・
栗
皮
表
紙
（
二
八
・
〇
糎×

一
八
・
三
糎
） 

見
返
し
・
⑤
付
箋
（
二
一
・
五
糎×

一
五
・
五
糎
）
あ
り 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
五
糎×

一
五
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
五
四
丁
、
②
五
八
丁
、
③
五
四
丁
、
④
五
九
丁
、
⑤
八
五
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」

「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 
 

各
冊
末
尾
「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 
 

①
五
四
オ
、
②
五
八
ウ
、
③
五
四
オ
、
④
五
九
ウ
、
⑤
八
五
ウ
「
海
宗
」（
直

径
一
・
二
糎
、
円
型
墨
印
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

⑤
八
五
ウ
に
あ
る
刊
記
は
以
下
の
通
り
。 

「
寛
永
壬
午
季
秋
吉
旦
刊
行
」 

 

こ
れ
に
よ
り
寛
永
一
九
年
の
刊
行
と
わ
か
る
が
、
書
肆
に
つ
い
て
は
不
明
。 

  

【
七
】
大
坂
物
語 

刊
年
不
明 

二
冊 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
一
七
一‐

〇
〇
四
二
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
〇
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
八
】
大
坂
物
語 

享
保
七
年
刊 

二
冊 

浅
草
文
庫
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
一
七
一‐

〇
〇
四
一
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
一
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
九
】
大
坂
物
語 

寛
文
八
年
刊 

二
冊 

内
務
省
地
理
局
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
一
七
一‐

〇
〇
四
三
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
一
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
〇
】
大
坂
物
語 

寛
文
一
二
年
刊
／
享
保
七
年
刊 

二
冊 

修
史
館
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
一
七
一‐

〇
〇
四
〇
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
二
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
一
】
聚
楽
物
語 

刊
年
不
明 

四
冊 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
二
九
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
三
頁

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

 

二
一

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



 

【
一
二
】
仁
勢
物
語 

写
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
特
〇
六
二‐

〇
〇
〇
五
］ 

  

本
資
料
は
仮
名
草
子
『
仁
勢
物
語
』
の
写
本
。
綴
葉
装
。
一
冊
。 

 

『
仁
勢
物
語
』
は
寛
永
一
五
～
七
年
頃
に
成
立
し
た
仮
名
草
子
で
、『
伊
勢
物
語
』

を
逐
語
的
に
も
じ
っ
た
パ
ロ
デ
ィ
作
品
で
あ
る
。
平
安
朝
の
優
美
・
風
雅
を
、
近
世

初
期
の
卑
俗
・
滑
稽
に
落
と
し
込
ん
で
、
機
知
に
富
ん
だ
お
も
し
ろ
さ
を
確
立
し
て

い
る
。 

 

本
資
料
は
写
年
は
不
明
な
が
ら
、比
較
的
豪
華
な
装
丁
を
持
つ
。特
徴
か
ら
見
て
、

刊
行
か
ら
そ
れ
ほ
ど
隔
て
な
い
、
近
世
前
期
の
書
写
と
推
定
す
る
。 

 

ま
た
目
録
で
は
内
務
省
旧
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
丁
目
の
左
下
に
「
和
学
講
談

所
」
の
印
を
か
ろ
う
じ
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ
の
解
題
で
は
和
学
講
談

所
旧
蔵
と
判
断
し
た
。 

 

小
口
の
煤
と
染
み
の
状
況
か
ら
、
火
事
に
遭
っ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
仁
勢
物
語
」
中
央
香
色
地
金
砂
子
料
紙
題
簽
（
一
三
・
三
糎×
二
・
七
糎
）

に
墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
四
・
〇
糎×

一
七
・
七
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
斐
楮
混
ぜ
漉
き 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
一
九
・
〇
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
六
二
丁 

印
記
・
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 
 

本
資
料
は
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。 

  

【
一
三
】
清
水
物
語 

寛
永
一
五
年
刊 

二
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
一
九
三‐

〇
五
八
〇
］ 

  

本
資
料
は
朝
山
意
林
庵
（
素
心
）
に
よ
る
仮
名
草
子
『
清
水
物
語
』
の
寛
永
一
五

年
版
。
袋
綴
。
二
巻
二
冊
。 

 

『
清
水
物
語
』
は
問
答
の
聞
き
書
き
式
で
、
儒
教
道
徳
を
説
い
た
仮
名
草
子
。
上

巻
に
清
水
寺
参
詣
の
場
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
題
で
呼
ば
れ
る
。
儒
教
的
立
場
か

ら
仏
教
を
批
判
し
、
当
時
の
社
会
を
論
じ
た
。
二
～
三
千
部
は
販
売
さ
れ
た
と
言
わ

れ
、
い
わ
ゆ
る
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。 

 

作
者
の
朝
山
意
林
庵
は
江
戸
前
期
の
儒
学
者
で
、
名
を
素
心
。
京
に
生
ま
れ
、
の

ち
豊
前
の
細
川
忠
利
に
仕
え
た
。
京
に
戻
っ
て
か
ら
、
朝
鮮
使
李
文
長
に
朱
子
学
を

学
ん
だ
。
承
応
二
年
に
は
、
後
光
明
天
皇
に
『
中
庸
』
を
講
じ
て
い
る
。
寛
文
四
年

没
。 

 

本
資
料
は
貸
本
屋
の
旧
蔵
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
複
数
の
印
記
が
見
ら
れ
る
。
①
②

表
紙
・
裏
表
紙
お
よ
び
②
三
四
オ
・
ウ
・
裏
見
返
し
に
落
書
き
が
あ
る
の
も
そ
の
名

残
で
あ
ろ
う
。 

 

本
資
料
は
明
治
一
五
年
に
政
府
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
。 

【
書
誌
】 

二
二

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



外
題
・「
清
水
物
語 

上
（
下
）」
左
肩
無
地
料
紙
刷
題
簽
（
一
五
・
八
糎×

三
・

〇
糎
） 

内
題
・「
清
水
物
語
」 

表
紙
・
朱
色
雷
文
繋
型
押
表
紙
（
二
七
・
八
糎×

一
八
・
〇
糎
） 

見
返
し
・
②
左
肩
に
付
箋
（
三
・
〇
糎×

一
・
三
糎
）「
体
」
と
墨
書 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
三
四
丁
、
②
三
四
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
本
善
」（
楕
円
形
墨
印
、
二
・
三
糎×

一
・
二
糎
）「
横
浜
／
谷

富
」（
長
方
朱
印
、
三
・
〇
糎×

二
・
〇
糎
）、
不
明
長
方
朱
印
「
二
・
三

糎×

一
・
二
糎
」「
図
書
局
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
明
治
十
五
年
購
求
」 

 
 
 

①
三
四
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
図
書
局
文
庫
」「
本
善
」「
横
浜
／
谷
富
」 

 
 
 

②
一
オ
「
本
善
」「
横
浜
／
谷
富
」
不
明
長
方
朱
印
（
二
・
三
糎×

一
・
二

糎
）「
図
書
局
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
明
治
十
五
年
購
求
」 

 
 
 

②
三
三
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

②
三
四
オ
「
図
書
局
文
庫
」 

 
 
 

②
三
四
ウ
「
本
善
」「
横
浜
／
谷
富
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

刊
記
は
以
下
の
通
り
。 

②
三
四
オ
「
寛
永
拾
五
戊
寅
十
月
吉
旦
開
之
」 

 

 

【
一
四
】
清
水
物
語 

寛
永
一
五
年
刊 

二
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
一
九
三‐

〇
五
七
九
］ 

 
 

 

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
版
本
。
た
だ
し
、
見
返
し
部
分
か
ら
本
文
が
始
ま
っ
て

お
り
、
裏
見
返
し
部
分
で
本
文
が
終
わ
る
。
改
装
の
際
に
こ
の
形
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

本
文
末
尾
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
あ
り
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
清
水
物
語 

乾
（
坤
）」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
七
・
五
糎×

三
・
三

糎
） 

内
題
・「
清
水
物
語
」 

表
紙
・
栗
皮
表
紙
（
二
七
・
五
糎×

一
七
・
五
糎
） 

見
返
し
・
①
本
文
は
じ
ま
り
、
②
裏
見
返
し
で
本
文
お
わ
り 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
三
四
丁
、
②
三
四
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」 

①
三
四
ウ
「
昌
平
坂
学
問
所
」 

②
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」 

②
三
四
ウ
「
昌
平
坂
学
問
所
」 

二
三

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

刊
記
は
以
下
の
通
り
。 

②
三
四
オ
「
寛
永
拾
五
戊
寅
十
月
吉
旦
開
之
」 

  

【
一
五
】
む
さ
し
あ
ふ
み 

万
治
四
年
刊 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
一
六
六‐

〇
四
二
一
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
四
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
六
】
む
さ
し
あ
ふ
み 

万
治
四
年
刊 
二
冊 

内
務
省
地
理
局
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
一
六
六‐

〇
四
八
一
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
五
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
七
】
女
郎
花
物
語 

〔
江
戸
初
期
〕
写 

二
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
〇
二
］ 

  

本
資
料
は
仮
名
草
子
『
女
郎
花
物
語
』
の
写
本
。
袋
綴
。
二
巻
二
冊
。 

 

『
女
郎
花
物
語
』
は
紫
式
部
を
は
じ
め
と
し
た
王
朝
時
代
の
賢
女
の
逸
話
を
紹
介

し
、
当
代
の
女
性
へ
の
教
訓
を
述
べ
る
。
万
治
四
年
に
三
巻
三
冊
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
写
本
と
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
写
本
が
成
立
し
、
意
図
的
に
改
編
さ
れ
て

刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
森
山
茂
「
女
郎
花
物
語
の
変
遷
（
一
）―

写

本
か
ら
板
本
へ―

」『
宇
部
短
期
大
学
学
術
報
告
』
第
九
号
、
一
九
七
三
年
・
同
「
女

郎
花
物
語
の
変
遷
（
二
）―

写
本
・
板
本
両
系
統
に
お
け
る
説
話
編
集
の
相
違
に
つ
い

て
」『
尾
道
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
八
号
、
一
九
七
九
年
）。 

作
者
に
つ
い
て
は
跋
文
に
「
藤
原
氏
女
」
と
あ
る
が
、
北
村
季
吟
の
匿
名
と
も
考
え

ら
れ
て
い
る
。
文
禄
・
慶
長
頃
の
成
立
（
佐
藤
り
つ
「
女
郎
花
物
語
考
」『
王
朝
文
学
』

第
一
五
号
、
一
九
六
八
年
）。 

 

本
資
料
は
紺
色
の
帙
（
二
八
・
〇
糎×

二
〇
・
〇
糎×

三
・
〇
糎
）
入
り
。
左
肩

に
無
地
の
題
簽
（
一
九
・
二
糎×

三
・
八
糎
）
で
「
女
郎
花
物
語
」
と
墨
書
さ
れ
て

い
る
。 

 

本
資
料
に
は
「
和
学
講
談
所
」
の
朱
印
が
あ
り
、
和
学
講
談
所
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
女
郎
花
物
語
」
左
肩
打
付
朱
書 

内
題
・「
女
郎
花
物
語
」 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
七
・
三
糎×

一
九
・
三
糎
） 

遊
紙
・
扉
の
あ
と
に
一
丁 

扉
・
①
「
女
郎
花 

上
」、
②
「
み
や
う
な
り
日
本
紀
に
い
は
く
／
女
郎
花 

下
」 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
七
〇
丁
、
②
六
一
丁 

印
記
・
①
二
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」 

 
 
 
 

②
二
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

二
四

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



 

写
年
・
書
写
者
に
つ
い
て
は
不
明
。
筆
跡
等
か
ら
鑑
み
て
江
戸
時
代
初
期
～
前
期

か
。 

  

【
一
八
】
女
郎
花
物
語 

写
年
不
明 

二
冊 

堀
氏
花
迺
家
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
〇
一
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
じ
『
女
郎
花
物
語
』
の
写
本
。
袋
綴
。
二
巻
二
冊
。 

 

本
資
料
は
各
冊
見
返
し
に
「
花
迺
家
文
庫
」
の
印
が
あ
り
、
須
坂
藩
主
堀
直
格
の
旧

蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
各
冊
裏
見
返
し
に
は
「
墨
阪
十
一
代
主
写
蔵
記
」
の

印
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
堀
直
格
が
自
ら
謄
写
し
た
も
の
に
多
く
見
ら
れ
る
印
で
、
本

資
料
も
直
格
の
筆
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

明
治
一
三
年
に
政
府
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
女
郎
花
物
語
」
砥
粉
色
地
金
揉
箔
料
紙
題
簽
（
一
八
・
三
糎×

三
・
〇

糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
女
郎
花
物
語
」 

表
紙
・
香
色
地
横
刷
毛
目
表
紙
（
二
六
・
〇
糎×

一
八
・
） 

見
返
し
・
①
②
「
花
迺
家
文
庫
」、
裏
見
返
し
・
①
②
「
墨
阪
十
一
代
主
写
蔵
記
」 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
六
八
丁
、
②
六
〇
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
明
治
十
三
年
購
求
」 

 
 
 

①
六
八
ウ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」 

 
 
 

②
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
明
治
十
三
年
購
求
」 
 
 
 

②
六
〇
ウ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
裏
見
返
し
の
「
墨
阪
十
一
代
主
写
蔵
記
」

の
印
か
ら
堀
直
格
自
筆
と
推
定
さ
れ
る
。 

  

【
一
九
】
女
郎
花
物
語 

写
年
不
明 

一
冊 

伴
直
方
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
〇
〇
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
じ
『
女
郎
花
物
語
』
の
写
本
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 

本
資
料
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
伴
直
方
手
校
本
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
全
体

に
わ
た
っ
て
朱
書
の
書
入
れ
が
あ
り
、
本
文
末
尾
に
は
や
は
り
朱
書
で
「
天
保
十
一
年

庚
子
正
月
八
日
一
校
畢 

伴
直
方
」
と
あ
る
。
第
一
丁
目
に
も
「
伴
氏
家
印
」
の
朱
印

が
あ
り
、
伴
直
方
の
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。 

 

た
だ
し
見
返
し
に
不
明
方
形
印
「
□
□
文
庫
」（
二
・
五
糎×

二
・
五
糎
）（
※
や
や

不
鮮
明
）
が
あ
り
、
伴
直
方
以
前
の
旧
蔵
者
の
印
の
可
能
性
も
あ
る
。 

 

な
お
本
文
末
尾
に
は
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
が
あ
り
、
伴
直
方
の
手
元
を
離
れ

て
昌
平
坂
学
問
所
に
新
収
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
女
郎
花
物
語 

全
」
縹
色
料
紙
題
簽
（
一
七
・
五
糎×

三
・
八
糎
）
に
墨

書 

二
五

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



内
題
・「
女
郎
花
物
語
」 

表
紙
・
香
色
地
格
子
刷
毛
目
表
紙
（
二
七
・
〇
糎×

一
八
・
〇
糎
） 

見
返
し
・
不
明
印
記
「
□
□
文
庫
」（
二
・
五
糎×

二
・
五
糎
）
あ
り 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
五
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
五
八
丁 

印
記
・
見
返
し
「
□
□
文
庫
」（
二
・
五
糎×

二
・
五
糎
）、
一
オ
「
伴
氏
家
印
」「
内

閣
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」、
五
八
ウ
「
昌
平
坂
学
問
所
」「
内
閣
文

庫
」「
元
治
甲
子
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。
伴
直
方
が
校
正
し
た
天
保
一
一
年
以
前
の
書
写
で
あ

る
。 

  

【
二
〇
】
因
果
物
語 

寛
文
元
年
序
刊 

三
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
一
一‐

〇
〇
八
三
］ 

  

本
資
料
は
鈴
木
正
三
に
よ
る
仮
名
草
子
『
因
果
物
語
』
の
寛
文
元
年
版
本
。
袋
綴
。

三
巻
三
冊
。 

 

『
因
果
物
語
』
は
仏
教
唱
導
の
た
め
、
諸
国
の
怪
異
譚
・
因
果
譚
を
収
集
し
て
因
果

応
報
を
説
い
た
も
の
。『
一
休
諸
国
物
語
』『
沙
石
集
』
と
相
関
す
る
内
容
も
少
な
く
な

い
。
教
訓
的
な
内
容
が
本
来
の
趣
旨
で
あ
っ
た
が
、
説
話
文
学
的
な
怪
談
・
奇
談
に
関

心
が
寄
せ
ら
れ
、
近
世
怪
異
小
説
の
先
駆
的
存
在
と
な
っ
た
。 

 

鈴
木
正
三
は
三
河
の
人
で
、
徳
川
家
康
の
家
臣
だ
っ
た
が
、
の
ち
出
家
し
、
民
衆
教

化
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
仏
書
を
記
し
た
。
そ
の
中
に
は
仮
名
草
子
『
二
人
び
く
に
』

な
ど
が
存
在
す
る
。 
 

序
文
に
よ
れ
ば
、
本
資
料
は
正
三
の
没
後
、
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
寛
文

元
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
本
。
ほ
か
に
、
寛
文
年
刊
に
刊
行
さ
れ
た

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
本
も
あ
る
。 

 

本
資
料
は
蔵
書
印
か
ら
見
て
「
和
学
講
談
所
」
の
旧
蔵
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

③
一
オ
右
下
に
長
方
陰
刻
印
「
長
得
院
」（
四
・
五
糎×

二
・
〇
糎
）
の
印
記
が
あ
り
、

寺
社
の
旧
蔵
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
三
冊
目
の
ほ
か
こ
の
印
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
取
り
合
わ
せ
本
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
「
新
刻
／
因
果
物
語 

上
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
七
・
六
糎×

三
・

七
糎
）
に
「
上
」
の
み
墨
書
、
②
新
刻
／
因
果
物
語 

中
」
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一

七
・
六
糎×

三
・
七
糎
）
に
「
中
」
の
み
墨
書
、
③
欠 

内
題
・「
因
果
物
語
」 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
六
・
八
糎×

一
九
・
三
糎
） 

遊
紙
・
①
一
丁 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

字
面
高
さ
・
二
〇
・
八
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
〇
・
八
糎×

一
五
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
二
六
丁
、
②
二
七
丁
、
③
二
五
丁 

二
六

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



印
記
・
①
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」 

 
 
 

②
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」 

 
 
 

③
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」 

「
長
得
院
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

刊
記
は
二
か
所
、
以
下
の
通
り
。 

 

②
二
七
ウ
「
寛
文
元
辛
丑
季
蝋
月
上
旬
日
助
縁
開
刊
」 

 

③
二
五
ウ
「
山
本
平
左
衛
門
」 

 

ほ
か
序
文
の
内
容
で
も
寛
文
元
年
刊
行
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

「
山
本
平
左
衛
門
」
は
、
京
の
書
肆
秋
田
屋
兵
左
衛
門
の
こ
と
で
あ
る
。
京
寺
町
通

蛸
薬
師
下
ル
。 

  

【
二
一
】
二
人
び
く
に 

寛
文
四
年
刊 

二
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
七
五
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
七
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
二
二
】
花
の
縁
物
語 

寛
文
六
年
頃
刊 

二
冊 

百
井
為
衡
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
八
〇
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
八
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
二
三
】
さ
ん
げ
物
語 

天
和
二
年
刊 

三
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
六
七
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
六
九
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
二
四
】
竹
斎
療
治
之
評
判 

貞
享
二
年
刊 

一
冊 

静
岡
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
八
九
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
七
〇
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
二
五
】
頼
朝
三
代
記 

宝
永
六
年
刊 

四
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
〇
五
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
七
二
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
二
六
】
織
唐
衣 

宝
永
三
年
刊 

六
冊 

内
藤
家
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
一
九
〇‐

〇
二
六
九
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
七
二
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
二
七
】
新
著
聞
集 

寛
延
二
年
刊 

六
冊 

二
七

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



浅
草
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
一
一‐

〇
〇
八
六
］ 

  

本
資
料
は
一
雪
に
よ
る
『
新
著
聞
集
』
の
寛
延
二
年
版
。
袋
綴
。
十
八
巻
六
冊
。 

 

奇
談
・
雑
談
な
ど
を
、
忠
孝
・
慈
愛
・
酬
恩
・
報
仇
・
崇
行
・
勝
蹟
・
勇
烈
・
佞
奸
・

崇
厲
・
奇
怪
・
執
心
・
冤
魂
・
往
生
・
殃
禍
・
才
智
・
清
直
・
俗
談
・
雑
事
の
一
八
編

目
に
分
け
、
総
計
三
七
六
話
を
掲
載
す
る
。
塁
伝
説
な
ど
著
名
な
説
話
を
含
む
。 

宝
永
元
年
に
俳
人
の
一
雪
が
記
し
た
『
続
著
聞
集
』
を
、
紀
伊
和
歌
山
藩
士
神
谷
朝

英
（
養
勇
軒
）
が
改
編
し
、
寛
延
二
年
に
出
版
し
た
も
の
。
幕
末
ま
で
繰
り
返
し
後
刷

さ
れ
て
お
り
、
近
世
を
通
し
て
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
作
者
の
一
雪
は

俳
人
で
、
松
永
貞
徳
、
山
本
西
武
に
学
ん
だ
。
俳
書
・
説
話
集
を
多
く
編
み
、
説
話
集

に
つ
い
て
は
本
書
の
ほ
か
に
『
古
今
犬
著
聞
集
』
な
ど
が
あ
る
。
塁
伝
説
の
初
出
と
指

摘
さ
れ
（
松
田
修
「
犬
著
聞
集
管
見
」『
西
鶴
研
究
』
第
四
号
、
一
九
五
一
年
）、
改
編

に
よ
っ
て
『
続
著
聞
集
』『
新
著
聞
集
』
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
（
田
中
葉
子
「『
新
著
聞

集
』
の
成
立―

―

『
犬
著
聞
集
』『
続
著
聞
集
』
と
の
関
連
か
ら
」『
語
文
研
究
』
第
六

二
号
、
一
九
八
六
年
）。 

 

井
原
西
鶴
の
作
品
に
共
通
す
る
説
話
も
多
い
（
井
上
敏
幸
「
新
著
聞
集
」『
日
本
古
典

文
学
大
辞
典
』）。 

本
資
料
は
「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」
の
印
が
あ
る
の
み
で
、
浅
草
文
庫
以
前

の
旧
蔵
者
に
関
す
る
手
が
か
り
は
な
い
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
新
著
聞
集 

一
（
～
六
）」
左
肩
無
地
料
紙
刷
題
簽
（
一
七
・
二
糎×

三
・

三
糎
） 

内
題
・「
新
著
聞
集
」 

表
紙
・
縹
色
地
波
千
鳥
文
様
型
押
表
紙
（
二
六
・
〇
糎×

一
八
・
二
糎
） 

遊
紙
・
各
冊
一
丁 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
三
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
三
糎×

一
五
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
六
四
丁
、
②
七
九
丁
、
③
六
五
丁
、
④
五
二
丁
、
⑤
九
二
丁
、
⑥
五

七
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

②
一
オ
「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

③
一
オ
「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

④
一
オ
「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

⑤
一
オ
「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

⑥
一
オ
「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

刊
記
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。 

 

⑤
五
七
ウ
「
寛
延
弐
己
巳
三
月
吉
旦
」 

  

【
二
八
】
新
著
聞
集 

寛
延
二
年
刊 

六
冊 

教
部
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
一
一‐

〇
〇
八
四
］ 

  
本
資
料
は
前
掲
資
料
の
同
版
本
。
袋
綴
。
一
八
巻
六
冊
。 

 
本
資
料
は
蔵
書
印
か
ら
見
て
教
部
省
の
旧
蔵
だ
が
、
右
下
に
不
明
方
形
陰
刻
印

（
三
・
〇
糎×

三
・
〇
糎
）
が
あ
り
、
こ
れ
が
元
の
旧
蔵
者
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

ま
た
本
資
料
の
場
合
、
各
冊
一
丁
目
は
す
べ
て
共
通
し
て
「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫

二
八

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



印
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」
不
明
方
形
陰
刻
印
（
三
・
〇
糎×

三
・
〇
糎
）

の
五
種
類
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
末
尾
は
冊
次
に
よ
っ
て
捺
印
箇
所
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
～
⑥
「
新
著
聞
集 

一
（
～
六
）」
左
肩
無
地
料
紙
刷
題
簽
（
一
七
・
五
糎

×

三
・
三
糎
）
※
③
欠 

内
題
・「
新
著
聞
集
」 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
六
・
〇
糎×

一
七
・
六
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
三
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
三
糎×

一
五
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
六
四
丁
、
②
七
九
丁
、
③
六
五
丁
、
④
五
二
丁
、
⑤
九
二
丁
、
⑥
五

七
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」
不

明
方
形
陰
刻
印
（
三
・
〇
糎×

三
・
〇
糎
）、
六
三
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」、

六
四
オ
「「
図
書
局
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」 

②
一
オ
「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」
不

明
方
形
陰
刻
印
（
三
・
〇
糎×

三
・
〇
糎
）、
七
八
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」、

七
九
オ
「
図
書
局
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」 

③
一
オ
「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」
不

明
方
形
陰
刻
印
（
三
・
〇
糎×

三
・
〇
糎
）、
六
四
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」
六

五
オ
「
内
閣
文
庫
」
六
五
ウ
「
図
書
局
文
庫
」 

④
一
オ
「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」
不

明
方
形
陰
刻
印
（
三
・
〇
糎×

三
・
〇
糎
）、
五
二
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
図

書
局
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」 

⑤
一
オ
「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」
不

明
方
形
陰
刻
印
（
三
・
〇
糎×

三
・
〇
糎
）、
九
二
オ
「
図
書
局
文
庫
」「
内

閣
文
庫
」 

⑥
一
オ
「
宣
教
使
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」
不

明
方
形
陰
刻
印
（
三
・
〇
糎×

三
・
〇
糎
）、
五
六
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」、

五
七
オ
「
図
書
局
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

刊
記
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。 

 

⑤
五
七
ウ
「
寛
延
弐
己
巳
三
月
吉
旦
」 

  

【
二
九
】
新
著
聞
集 

寛
延
二
年
刊 

六
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
一
一‐

〇
〇
八
五
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
の
同
版
本
。
袋
綴
。
一
八
巻
六
冊
。 

 

本
資
料
の
表
紙
右
肩
に
昌
平
坂
学
問
所
の
「
漫
録
」
の
分
類
表
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
昌
平
坂
学
問
所
の
旧
蔵
だ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、
貸

本
屋
の
所
蔵
だ
っ
た
の
か
、
各
冊
一
丁
目
右
肩
に
墨
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
一
冊
目
の

み
「
ヤ
マ
ヤ
」
の
屋
号
の
印
。
二
冊
目
以
降
は
篆
書
体
の
陽
刻
方
形
印
（
一
・
〇
糎×

一
・
〇
糎
）
が
見
ら
れ
る
。 

【
書
誌
】 

二
九

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



外
題
・
①
「
新
著
聞
集 

一
弐
三
」
無
地
料
紙
題
簽
（
二
〇
・
二
糎×

三
・
五
糎
）

に
墨
書
、
②
④
欠
、
③
⑤
⑥
「
新
著
聞
集
」
朱
色
唐
草
文
様
刷
題
簽
（
一
八
・
三
糎

×
三
・
六
糎
） 

内
題
・「
新
著
聞
集
」 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
六
・
三
糎×

一
八
・
〇
糎
） 

見
返
し
・
①
左
下
「
日
本
政
府
図
書
」
蔵
書
表
貼
付 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
三
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
三
糎×

一
五
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
六
四
丁
、
②
七
九
丁
、
③
六
五
丁
、
④
五
二
丁
、
⑤
九
二
丁
、
⑥
五

七
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
ヤ
マ
ヤ
」
六
四
オ
「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

②
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」
不
明
陽
刻
方
形
墨
印
（
一
・
〇
糎×

一
・
〇
糎
）

七
九
オ
「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

③
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」
不
明
陽
刻
方
形
墨
印
（
一
・
〇
糎×
一
・
〇
糎
）

六
五
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

④
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」
不
明
陽
刻
方
形
墨
印
（
一
・
〇
糎×

一
・
〇
糎
）

五
二
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

⑤
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」
不
明
陽
刻
方
形
墨
印
（
一
・
〇
糎×

一
・
〇
糎
）

九
二
オ
「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

⑥
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」
不
明
陽
刻
方
形
墨
印
（
一
・
〇
糎×

一
・
〇
糎
）

五
七
オ
「
日
本
政
府
図
書
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

刊
記
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。 

 

⑤
五
七
ウ
「
寛
延
弐
己
巳
三
月
吉
旦
」 

  

【
三
〇
】
本
朝
桜
陰
比
事 

元
禄
二
年
刊 

五
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
一
一‐

〇
〇
五
八
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
七
三
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
三
一
】
本
朝
桜
陰
比
事 

元
禄
二
年
刊
（
享
保
頃
後
印
） 

五
冊 

尾
張
藩
寺
社
奉
行
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
一
一‐

〇
〇
五
九
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
七
四
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
三
二
】
ゑ
ほ
う
の
〔
か
ゞ
み
草
〕 

元
禄
六
年
刊 

一
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
八
八
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
七
五
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
三
三
】
棠
大
門
屋
敷 

宝
永
二
年
刊 

一
冊 

青
山
堂
枇
杷
麿
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
〇
九
］ 

三
〇

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
一
七
六
頁
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
三
四
】
鎌
倉
繫
栄
広
記 

延
享
二
年 

一
二
冊 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
〇
四
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
四
〇
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
三
五
】
諸
道
聴
耳
世
間
猿 

明
和
三
年
刊 

五
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
三
四
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
四
一
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
三
六
】
隅
田
河
鏡
池
伝 

寛
延
四
年
刊 

五
冊 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐
〇
一
一
〇
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
四
二
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
三
七
】
坂
東
忠
義
伝 

安
永
四
年
刊 

一
五
冊 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
一
七
一‐

〇
〇
二
七
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
四
四
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
三
八
】
絵
本
太
閤
記 

明
治
一
五
年
刊 

六
冊 

太
政
官
記
録
局
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
三
〇
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
四
五
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
三
九
】
平
泉
実
記 

写
年
不
明 

六
冊 

安
西
雲
煙
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
一
五
］ 

  

本
資
料
は
前
編
文
政
四
年
刊
・
後
編
同
五
年
刊
の
読
本
『
絵
本
平
泉
実
記
』
の
写

本
。
一
二
巻
六
冊
。
作
者
は
速
水
春
暁
斎
。 

 

相
原
友
直
に
よ
る
軍
書
『
平
泉
実
記
』
が
典
拠
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
ほ
か
に
も

通
俗
軍
書
『
東
実
記
』
の
う
ち
『
奥
州
征
伐
記
』
部
分
か
ら
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
藤
沢
毅
「『
絵
本
平
泉
実
記
』
の
典
拠
」『
文
教
国
文
学
』
第
三

八
・
三
九
号
、
一
九
九
八
年
）。
通
俗
的
・
娯
楽
的
な
内
容
が
特
徴
で
、
奥
州
藤
原
氏
の

歴
史
を
描
く
。 

 

①
④
⑥
見
返
し
部
分
に
長
方
陽
刻
墨
印
「
子
孫
永
保
／
共
二
十
五
巻
／
雲
煙
家
蔵
書

記
」（
七
・
〇
糎×

五
・
〇
糎
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
後
期
の
書
画
鑑

定
家
だ
っ
た
安
西
雲
煙
の
蔵
書
印
で
あ
る
。 

 

ま
た
裏
表
紙
右
下
に
は
①
②
「
濱
野
／
和
泉
利
」
③
④
⑤
「
濱
野
村
／
和
泉
利
」
⑥

「
濱
野
駅
／
和
泉
利
」
の
墨
書
が
あ
る
。 

三
一

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



【
書
誌
】 

外
題
・「
平
泉
実
記 

壱
弐
（
～
十
一
拾
二
）」
四
周
単
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
三
糎×

三
・
八
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
平
泉
実
記
」 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
四
・
〇
糎×

一
七
・
〇
糎
） 

見
返
し
・
①
④
⑤
長
方
陽
刻
墨
印
「
子
孫
永
保
／
共
二
十
五
巻
／
雲
煙
家
蔵
書
記
」

（
七
・
〇
糎×

五
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
⑤
冒
頭
に
一
丁
、
⑥
三
七
丁
目
と
三
八
丁
目
の
あ
い
だ
に
一
丁 

扉
・
①
「
平
泉
実
記
／
巻
三
」
②
「
平
泉
実
記
／
巻
五
」
④
「
平
泉
実
記
／
巻
之
七
」

⑥
「
平
泉
実
記
／
巻
之
十
一
」 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
三
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
六
八
丁
、
②
六
九
丁
、
③
六
九
丁
、
④
六
六
丁
、
⑤
七
一
丁
、
⑥
八

一
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」
六
八
ウ
「
大
日
本
帝
国

図
書
印
」 

 
 
 

②
二
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」
六
九
ウ
「
大
日
本
帝
国
図

書
印
」 

 
 
 

③
二
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」
六
八
ウ
「
大
日
本
帝
国
図

書
印
」 

 
 
 

④
二
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」
六
六
ウ
「
大
日
本
帝
国
図

書
印
」 

 
 
 

⑤
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」
七
一
ウ
「
大
日
本
帝
国
図

書
印
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

写
年
・
書
写
者
に
つ
い
て
は
不
明
。 

  

【
四
〇
】
源
氏
一
統
志 

弘
化
三
年
刊 

五
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
一
七
一‐

〇
〇
〇
五
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
四
六
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
四
一
】
俊
傑
神
稲
水
滸
伝 

明
治
一
五
年 

五
冊 

太
政
官
記
録
局
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
三
一
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
四
八
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
四
二
】
鎌
倉
年
代
図
会 

天
保
一
五
年
刊 

五
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
〇
三
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
四
九
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
四
三
】
絵
本
呉
越
軍
談 

明
治
一
五
年
刊 

一
〇
冊 

三
二

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



太
政
官
記
録
局
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
三
二
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
五
〇
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
四
四
】
絵
本
豊
臣
勲
功
記 

明
治
一
五
・
一
七
年
刊 

太
政
官
記
録
局
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
二
八
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
五
一
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
四
五
】
南
朝
外
史
武
勇
伝 

明
治
一
六
年
刊 
五
冊 

太
政
官
記
録
局
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
一
六
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
五
三
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
四
六
】
日
本
国
開
闢
由
来
記 

万
延
元
年
刊 

七
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
四
〇
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
五
四
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
四
七
】
日
本
国
開
闢
由
来
記 

明
治
刊 

四
冊 

飯
田
春
教
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
四
一
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
五
五
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
四
八
】
日
本
国
開
闢
由
来
記 

明
治
刊 

四
冊 

元
老
院
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
三
九
］ 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」（『
北
の
丸
』
四
七
号
、
一
五
六
頁
、

二
〇
一
五
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
四
九
】
白
猿
物
語 

写
年
不
明 

一
冊 

内
務
省
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
八
六
］ 

  

本
資
料
は
荷
田
在
満
の
手
に
よ
る
読
本
『
白
猿
物
語
』
の
写
本
。
袋
綴
。
一
冊
。 

『
白
猿
物
語
』
は
中
国
晋
唐
小
説
『
白
猿
伝
』
を
典
拠
に
し
た
雅
文
体
の
物
語
。 

 

野
猿
の
棲
む
島
に
漂
着
し
た
男
が
、
白
猿
と
交
わ
り
子
ま
で
も
う
け
る
が
、
や
が
て

や
っ
て
き
た
船
に
飛
び
乗
っ
て
帰
国
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
見
た
猿
た
ち
は
嘆
い
て

子
ら
と
共
に
海
に
身
を
投
げ
る
。 

 

作
者
は
荷
田
在
満
。
国
学
者
荷
田
春
満
の
甥
で
そ
の
跡
を
継
い
だ
。
享
保
・
元
文
頃

は
田
安
宗
武
に
仕
え
て
い
る
。
代
表
的
な
著
作
に
『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』『
国
歌
八
論
』

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
編
者
は
清
水
浜
臣
（
月
斎
）。
江
戸
の
国
学
者
で
、『
月
斎
雑
考
』『
宇
津
保
物
語
考
証
』

な
ど
の
著
作
が
あ
る
。『
白
猿
物
語
』
は
自
身
の
叢
書
『
県
門
遺
稿
』
第
四
集
に
収
め
て

刊
行
し
た
。 

 

本
資
料
は
清
水
浜
臣
の
奥
書
の
み
朱
書
。 

三
三

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



 

修
復
の
手
が
入
っ
て
お
り
、
裏
打
ち
の
紙
が
目
立
つ
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
白
猿
物
語
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
六
・
五
糎×

三
・
三
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
白
猿
物
語
」 

表
紙
・
横
刷
毛
目
表
紙
（
二
六
・
五
糎×

一
八
・
五
糎
） 

遊
紙
・
冒
頭
一
丁
、
末
尾
二
丁 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
〇
・
五
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
七
丁 

印
記
・
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

七
ウ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
の
写
年
・
書
写
者
に
つ
い
て
は
未
詳
。 

  

【
五
〇
】
し
み
の
す
み
か 

写
年
不
明 

一
冊 

岸
本
由
豆
流
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
七
九
］ 

 

本
資
料
は
石
川
雅
望
の
手
に
よ
る
雅
文
体
笑
話
集
『
し
み
の
す
み
か
物
語
』
の
自
筆

稿
本
。
袋
綴
。
二
巻
一
冊
。 

時
代
を
平
安
時
代
に
設
定
し
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
体
裁
、
文
体
を
模
し
て
滑
稽
み

の
あ
る
小
話
五
四
を
集
め
た
も
の
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
は
、
司
馬
級
の
絵
入

り
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
版
元
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
初
学
者
の
た
め
の
和
文
創
作
の
手

本
と
し
て
の
一
面
も
持
っ
て
い
た
。 

序
文
に
よ
れ
ば
、
旅
人
た
ち
が
話
す
笑
い
話
を
ま
と
め
漢
文
で
記
し
た
も
の
を
、
の

ち
に
仮
名
に
改
め
た
と
い
う
。
も
と
も
と
石
川
雅
望
は
、
狂
名
を
宿
屋
飯
盛
と
称
し
た

通
り
、
日
本
橋
小
伝
馬
町
の
宿
屋
糠
屋
に
生
ま
れ
、
そ
こ
で
当
時
話
さ
れ
て
い
た
笑
い

話
の
数
々
を
収
集
し
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
が
、
戯
作
者
・
国
学
者
と
多
く
交
流
し
た

雅
望
は
彼
ら
か
ら
も
小
咄
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の

典
拠
は
広
く
流
布
し
て
い
た
江
戸
小
咄
や
中
国
笑
話
集
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
（
武
藤
禎

夫
「
雅
文
笑
話
と
江
戸
小
咄―

『
し
み
の
す
み
か
物
語
』
の
典
拠―

」『
共
立
女
子
短
期

大
学
文
科
紀
要
』
二
六
号
、
一
九
八
三
年
）。 

本
資
料
の
冒
頭
部
分
に
は
「
朝
田
家
蔵
書
」
の
印
が
あ
り
、
岸
本
由
豆
流
の
旧
蔵
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
版
本
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
岸
本
由
豆
流
は
本
資
料
を
預
か

り
、
永
楽
屋
東
四
郎
か
ら
の
出
版
を
斡
旋
し
た
と
い
う
。
の
ち
修
史
館
の
所
蔵
と
な
っ

た
。 本

資
料
は
香
色
の
帙
（
二
四
・
〇
糎×

一
七
・
〇
糎×

二
・
〇
糎
）
入
り
。
左
肩
に

無
地
料
紙
題
簽
（
一
五
・
八
糎×

二
・
八
糎
）
に
「
し
み
の
す
み
か
」
と
墨
書
し
て
あ

る
。 【

書
誌
】 

外
題
・「
し
み
の
す
み
か
物
語
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
七
・
〇
糎×

三
・
二
糎
）

に
墨
書 

内
題
・「
し
み
の
す
み
か
」 

表
紙
・
香
色
布
目
表
紙
（
二
三
・
五
糎×

一
六
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

三
四

近
世
文
学
資
料
解
題

『
北
の
丸
』
第
57
号



行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
一
九
・
五
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
六
一
丁 

印
記
・
一
オ
「
館
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」「
朝
田
家
蔵
書
」 

 
 
 

六
一
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
石
川
雅
望
自
筆
本
で
あ
る
。
写
年
は
詳
細
不
明
な
が
ら
、
版
本
の
序
文
に

よ
る
と
享
和
二
年
に
成
立
し
た
よ
う
で
あ
る
（
森
銑
三
「
し
み
の
す
み
か
物
語
鑑
賞
」

『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』
六‐

二
号
、
一
九
四
一
年
）。 

  【
五
一
】
醒
睡
笑 

写
年
不
明 

八
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
三
五
］ 

 
 

本
資
料
は
安
楽
庵
策
伝
に
よ
る
噺
本
『
醒
睡
笑
』
の
写
本
。
八
巻
八
冊
。
袋
綴
。「
内

閣
文
庫
本
」
と
通
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

作
者
策
伝
が
長
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
た
説
経
用
の
笑
い
話
を
、
京
都
所
司
代
板
倉

重
宗
の
勧
め
で
八
冊
四
十
二
項
目
分
類
編
集
し
た
。
寛
永
五
年
に
浄
書
を
終
え
、
重
宗

に
献
呈
。
現
存
本
は
こ
の
献
呈
本
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
。 

系
統
と
し
て
は
、
千
三
十
余
話
を
収
め
る
広
本
系
、
三
百
余
話
に
減
ら
し
た
狭
本
系

が
あ
る
。
本
資
料
は
広
本
系
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
東
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
と

行
数
・
字
数
・
字
形
が
相
似
し
て
お
り
、
同
系
統
と
考
え
ら
れ
る
（
菅
井
時
枝
「「
醒
睡

笑
」
の
諸
本
に
つ
い
て
」『
中
央
大
学
国
文
』
一
一
号
、
一
九
六
七
）。 

説
教
用
と
は
い
え
、
茶
席
で
興
じ
た
よ
う
な
も
の
や
、
民
間
伝
承
な
ど
、
各
種
多
様

な
笑
い
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
後
世
の
噺
本
や
落
語
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、

噺
本
の
始
祖
と
さ
れ
る
。 

策
伝
は
美
濃
の
人
で
、
幼
く
し
て
寺
に
入
っ
た
。
山
陽
各
地
で
布
教
活
動
を
行
い
、

諸
寺
を
創
建
・
再
建
。
慶
長
一
八
年
に
京
都
誓
願
寺
法
主
と
な
る
。
元
和
五
年
に
紫
衣

勅
許
。
退
住
し
て
か
ら
は
小
堀
遠
州
を
師
と
し
て
茶
室
安
楽
庵
を
営
ん
だ
。
松
永
貞
徳

と
も
交
流
が
深
く
、
和
歌
・
狂
歌
に
通
じ
た
（
鈴
木
棠
三
『
安
楽
庵
策
伝
ノ
ー
ト
』
一

九
七
三
年
、
鈴
木
棠
三
「
安
楽
庵
策
伝
」『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』））。 

本
資
料
は
、
表
紙
の
二
種
類
の
墨
印
か
ら
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
昌
平
坂
学
問
所
が
分
類
に
用
い
て
い
た
「
漫
筆
雑
考
」
の
票
が
第
六
冊
目
の

見
返
し
に
貼
付
さ
れ
て
遺
っ
て
い
る
。 

第
三
冊
目
の
見
返
し
に
鉛
筆
に
よ
る
落
書
き
あ
り
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
左
肩
朱
打
付
書
の
跡
あ
り
、
②
③
⑤
⑥
欠
、
④
⑦
⑧
「
醒
睡
笑 

四
（
七
・

〔
八
〕
止
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
九
・
五
糎×

三
・
〇
糎
） 

内
題
・「
醒
睡
笑
」 

表
紙
・
香
色
地
横
刷
毛
目
表
紙
（
二
七
・
〇
糎×

一
八
・
〇
糎
） 

見
返
し
・
③
表
裏
と
も
に
落
書
あ
り
「
喚
起
秦
皇
焚
之
／
如
是
書
不
可
不
焚
／
活

〃
斎
書
」
等
、
⑥
「
漫
筆
雑
考
」
の
貼
付
あ
り 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

三
五
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墨
付
丁
数
・
①
七
七
丁
、
②
五
三
丁
、
③
五
二
丁
、
④
六
七
丁
、
⑤
七
〇
丁
、
⑥
六

六
丁
、
⑦
五
九
丁
、
⑧
六
八
丁 

印
記
・
①
～
⑧
表
紙
右
肩
「
番
外
書
冊
」
右
下
「
昌
平
坂
」 

 
 
 

①
二
オ
「
大
学
蔵
書
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」、
七

七
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

②
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」、
二
オ
「
日
本
政
府

図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
五
三
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

③
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
浅
草
文
庫
」、
二
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」、

五
二
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

④
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」、
二
オ
「
日
本
政
府

図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
六
七
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

⑤
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」、
二
オ
「
日
本
政
府

図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
七
〇
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

⑥
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」、
二
オ
「
日
本
政
府

図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

⑦
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」、
二
オ
「
日
本
政
府

図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
五
八
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

⑧
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」、
二
オ
「
日
本
政
府

図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
二
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
六
七
ウ
「
日

本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

寛
永
五
年
の
元
奥
書
の
ほ
か
は
、
写
年
・
書
写
者
の
記
載
は
な
い
。 

  

【
五
二
】
醒
睡
笑 

刊
年
不
明 

三
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
一
三
三
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
広
本
系
（
写
本
）『
醒
睡
笑
』
に
対
し
、
略
本
系
（
刊
本
）『
醒

睡
笑
』。
巻
八
を
欠
く
。 

 

略
本
系
（
刊
本
）
に
は
、
寛
永
年
間
版
、
慶
安
元
年
版
、
慶
安
二
年
版
、
万
治
元
年

版
な
ど
が
あ
る
が
、
本
資
料
は
刊
記
を
欠
き
、
刊
年
・
刊
行
者
に
つ
い
て
は
不
明
。 

 

本
資
料
は
捺
さ
れ
て
い
る
墨
印
か
ら
和
学
講
談
所
旧
蔵
と
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
醒
睡
笑 

上
（
中
・
下
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
四
・
〇
糎×

三
・

〇
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
醒
睡
笑
」 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
一
九
・
五
糎×

一
四
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
①
一
丁
オ
「
和
学
講
談
所
」
墨
印
あ
り 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
一
五
・
七
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
一
五
・
七
糎×

一
二
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
五
三
丁
、
②
六
九
丁
、
③
二
二
丁 

印
記
・
①
遊
紙
「
和
学
講
談
所
」、
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文

庫
」 

②
一
オ
「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」 

③
な
し 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
刊
記
を
欠
く
た
め
、
刊
年
・
刊
行
者
と
も
に
未
詳
。 

三
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【
五
三
】
百
物
語 

万
治
二
年
刊 

二
冊 

石
塚
豊
芥
子
旧
蔵
［
請
求
番
号
：
二
〇
四‐

〇
〇
七
四
］ 

  

本
資
料
は
仮
名
草
子
『
百
物
語
』
の
万
治
二
年
版
。
袋
綴
。
二
巻
二
冊
。
題
か
ら
受

け
る
印
象
と
は
異
な
り
、
怪
談
集
で
は
な
く
笑
話
集
で
あ
る
。 

 

『
醒
睡
笑
』
同
様
、
一
般
に
流
布
し
て
い
た
噺
を
収
集
し
た
も
の
で
、
全
部
で
百
話

か
ら
成
る
。
歌
人
・
詩
人
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
多
く
、
室
町
～
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の

諸
書
に
類
話
が
見
ら
れ
る
（
岡
雅
彦
「
百
物
語
」『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』）。
五
山
に

ま
つ
わ
る
話
も
多
く
、
作
者
は
五
山
僧
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
人
物
と
想
定
さ
れ
て
い

る
。『
醒
睡
笑
』
同
様
、
説
教
・
説
経
に
引
用
さ
れ
た
巷
談
説
話
に
源
流
を
持
つ
も
の
と

思
わ
れ
る
（
前
田
金
五
郎
「
近
世
初
期
笑
話
の
一
源
流
」『
国
語
と
国
文
学
』
五
〇‐

二

号
、
一
九
七
三
年
）。 

 

本
資
料
の
序
文
に
あ
た
る
上
巻
冒
頭
三
丁
の
み
補
写
。 

 

本
資
料
は
「
石
塚
文
庫
」「
豊
芥
（
象
）」
な
ど
の
印
か
ら
、
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ

る
石
塚
豊
芥
子
の
旧
蔵
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
不
羈
斎
図
書
記
」
の
印
か
ら
、

元
文
部
官
僚
で
教
育
者
の
秋
山
恒
太
郎
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
明
治
十
三

年
に
政
府
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
万
治
旧
板
／
百
物
語 

上
（
下
）」
左
肩
打
付
墨
書 

内
題
・
百
物
語 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
五
・
〇
糎×

一
七
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
①
一
丁
、
②
二
丁
（
裏
遊
紙
に
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」
の
印
記
あ
り
） 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
二
・
〇
糎×

一
五
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
三
〇
丁
、
②
三
四
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
不
羈
斎
図
書
記
」「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
明

治
十
三
年
購
求
」「
豊
芥
（
象
）」、
三
〇
ウ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
石
塚

文
庫
」「
待
償
」（
一
・
〇
糎×

〇
・
五
糎
、
楕
円
陽
刻
印
）「
大
橋
」（
一
・

二
糎×

〇
・
七
糎
、
楕
円
陽
刻
印
） 

②
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
明
治
十
三
年
購
求
」

「
不
羈
斎
図
書
記
」「
豊
芥
（
象
）」、
三
四
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
大
日
本

帝
国
図
書
印
」「
石
塚
文
庫
」、
裏
遊
紙
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

②
三
四
ウ
の
刊
記
は
一
部
欠
け
て
い
る
。 

「
于
時
萬
治
弐
暦
初
夏
上
旬
／
松
長
伊
右
衛
■
」 

松
長
（
松
永
）
伊
右
衛
門
は
京
の
書
肆
で
、
本
資
料
の
ほ
か
に
浅
井
了
意
の
寛
文
五
年

版
『
大
倭
二
十
四
孝
』
を
刊
行
し
て
い
る
。 

 

（
調
査
員
） 
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